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５人口減少とｲ主民の生活圏の変化１４１

る市町村域と一致している。この１次生活

圏の中心､集落が住民の曰常的生活を支える

最低レベルの中心地をなしている。２次生

活圏では、１次生活圏にはない専門医のい

る大観j莫病院・国家行政機関・県行政機関

の支所などが置かれるとともに、周辺町村

の住民のための就業の場・買物の場となっ

ている。広域生活圏の中心､都市では、大学

などの高等教育機関や広域的行政機関など

が置かれ、地方の中し､としての役割を果た

している｡

高島についての従来の研究（川崎１９７３

・高島町商工会1986）や報告者らの予備

調査によると、高島住民にとっての基礎集

落圏は「妬i頓」・「本町」・「緑ケ岡」・

「山手」と「尾浜」.「西浜」・「光町」

.「百万」の２地域に別れている（地図3

-1）。また、高島が一島一町であり、町内

に一つずつの町立病院・小中学校が置かれ

ていることから、高島全体で１次生活圏を

形成している。高島で得られない商品やサ

ービスは長崎市（以下、長崎と記す）に依

存しており、高島は長ＩI奇を中心とする２次

生活圏に含まれている。

本土地域ではモータリゼイションの進展

により、自動車を保有する世帯がほとんど

である。その結果、２次生活圏レベルの購

買行動においては、一つの中心にｲ衣存する

のではなく郊外型のショッピングセンター

を利用するなど多様化が進展している。し

かし、高島は前述のとおり離島であり、島

外への移動のほとんどは公共交通機関であ

る長崎汽船（株）の高島一長崎航路に依存

し、高島の生活行動にとっては長崎との結

び付きが重要な位置を占めているのである。

そのため本章においては、住民の日常的

生活行動を２次生活圏レベルにしぼり、購
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５．１地」戎社会の変動と住民の生活圏

高島は、三菱石炭鉱業高島砿業所によっ

て形成された単一企業地域という地域的条

件に加えて、離島という条件がある。その

ため高島では、本土地域の単一企業地域と

比較しても基幹企業の撤退の影響は深刻で

あった。事実、炭鉱の閉山後に高島では、

人口のブコ幅な減少と高齢化現象が進行し、

商店の減少と町立病院の縮小など公共サー

ビスの低下も生じ、住民の曰常的生活を支

える地域経済や社会が大きく変動した。そ

の結果、イ主民の生活行動も大きな変化を強

いられたのである。したがって、炭鉱閉山

による地域社会の変動を、住民一人一人の

日常的生活行動の変化によって捉える必要

がある。

住民の日常的な生活行動は、いくつかの

空間的レベルに分けられ、各レベルに対応

した行動圏が形成されている。その行動圏

は一般に生活圏と呼ばれている。従来の研

究によると、生活圏は「基礎集落圏」－

「１次生活圏」_「２次生活圏」－［広域

生活圏」の４つのレベルに分類されている。

基礎集落圏は住民生活の最小の地域的単位

で、一つの集落としてのまとまりをもつ範

囲で、コミュニティと一致している。１次

生活圏は町役場・診療所・小中学校などの

施設を中心とする生活行動によって形成さ

れている。一般にわが国の１次生活圏は、

さまざまな生活サービスの単位となってい



１４２

の面で、青壮年層と比較して劣っている、

といわれている（大杉1987）。この点か

らも、炭鉱閉山後の高島住民の購買行動．

外出行動を把握することの重要性を知るこ

とができよう。

頁行動における長崎への依存度と長崎への

外出行動について分析を行なった。

高島における人ロ減少と

長訓奇との旅客流動の変化

「高島一長崎」間の航路旅客数

からみた長崎との結び付き－

５．２

５２２「高島一長崎」間の旅客流動の変化

炭鉱閉山後の長崎との結び付きの変動を

みるために、長崎汽船（株）の高島一長崎

航路の月別旅客数を資料とし、人口あたり

の旅客数を図５－１に示した。なお船便は、

閉山前より１９８９年５月まで、１日９往

復運行されており、所要時間は５５分、料

金は片道７５０円ｐであった。また台風や

冬季§の強風のため、船が欠航することもあ

る◎

炭鉱閉山後、人口あたりの旅客数は１９８

７年１０月まで増加し、長崎との結び付き

が強くなったことを示している。炭鉱閉山

後の混乱のなかでの就職・住宅探し、親戚

・友人訪問や、高島での地域経済・公共サ

ービスの低下による長崎での買物・通院な

ど、炭鉱閉山後にはあらゆる`点で長崎との

関係が強まり、高島一長崎間の流動が増加

したと思われる。

炭鉱閉山から１年力亀過ぎた１９８８年にな

ると、人口あたりの旅客数が減少し、次第

に長崎との結び付きが弱まる傾向が読み取

れる。ただし、１９８８年１０月には、人口

あたりの旅客数がこれまでの最高の値７．４

を示している。しかし図５－１には示して

いないが、前後の９月・１１月には、この

値は６．５にとどまり、１ｏ月のみ特殊な要

因②で増加したと言えよう。閉山１年を経

て、閉山による混乱が次第に治まったこと

や、高島住民の高齢化・収入の低下⑳など

によって、次第に高島住民の生活行動が縮

５．２．１炭鉱閉山後の人ロ減少

第３章「炭鉱地域仕会と炭鉱閉山後の人

口減少プロセス」で、三菱石炭鉱業高島砿

業所閉山による人口減少を明らかにした。

それによると、閉山半年後の１９８７年６

月頃までの急激な人口減少（第１期）と、

その後のやや緩慢な人口減少（第２期）の

２つの段階からなる人口減少が生じたこと

を明らかにした。その人口減少の過程で、

急激な人口の高齢化も進展したことが明ら

かになった（表5-1）。すなわち、炭鉱閉

山前の１９８６年１０月には、人口数が５２３

４人、うち０－Ｍ歳の若年者比率は２０２

％で高い比率を占め、また、６５歳以上の

いわゆる高齢者の比率は、９．２％を占める

に過ぎなかった。炭鉱閉山の約１年後をみ

ると（1987年１０月）、人口が２０５６人、

若年者比率が10.7％、高齢盲者比率が19.5

％になり、さらに閉山２年後の１９８８年

１０月には、人口が1577人に、若年者の

比率が９．３％に減少し、高齢盲昔の比率が

23.1％にまで、急激に増加している。こ

の２年間で、人口が30.1％に減少すると

ともに、急激に人口の高齢化も進行したこ

とを物語っている。

高島住民の生活行動は住民の年齢構成と

強い関係がある。高齢者では購買行動・受

療行動などにおいて、頻度や移動距離など



５人口減少と住民の生活圏の変化１４３

小していったと考えられる。

なお、次節で述べる購買行動・外出行動

についての生活圏調査の時期（1987年１０

月）は、長崎との結び付きが強かった時

期に相当すると思われる。

ヘの外出行動を把握することができた。３１

１人の性別・年齢別の構成を表５－２に示

した。なお、これらの人々のうち６５歳以

上の人々を高齢者として別途分析を行なっ

た。

５．３２炭鉱閉山後の商店数の減少

なお、購買行動は高島町内に存在する商

店数と密接に関係している。炭鉱閉山時に

は、小売業９３商店が存在していたが、購

買行動調査時の１ケ月後の１９８７年１１月

には、５５商店となり、59.1％に減少して

いた。購買行動調査について取り上げた品

目を販売している商店数の変化をみると

（表５－３）、最寄り品のうちでも、商店数

の多い生鮮食料品・加工食料品では、人口

に比較して減少数は少ないものの、商店数

が54.5％に減少した。ただし最寄り品で

も、もともと商店数の少ない曰用雑貨品で

は、商店数の減少はみられなかった。

買廻り品のうち、商店数が多かった下着

・洋服においては、38.6％に減少した人

口以上に、商店数が２５．o％に激減した。

炭鉱閉山による影響を、買廻り品を販売す

る小売店が最も強く受けたのである。買廻

り品でも、商店数の少ない身の廻り品やア

フターササービスの重要な家電製品を販売

する商店では、あまり減少はみられなかっ

た。

また身近なサービスである理容・美容に

ついては、商店数の少ない美容院では減少

はみられず、理容にのみ人口減少に対応し

た商店数の減少がみられた。

その結果、炭鉱閉山後の人口減少に対応

して、もともと商店数の多い業種では、商

店数が大幅に減少していることが明らかに

なった。特に、生活必需品でない買廻り品

５．３購買・外出行動からみた

高島住民の生活圏の変化

５．３．１調査時期と方法

閉山後の高島では、高齢盲者の比率が非常

に高く、さらに単独世帯が全体の39.4％

（1987年５月現在）にもおよんでいる。

高齢冒昔や単身者も調査対象とするため、高

島町住民検診を利用して購買行動について

の面接調査を１９８７年１０月に実施した。

なお、この住民検診対象者は、年齢４ｏ才

以上で、原爆検診や職場での検診の対象に

ならない人々である。したがって、勤労自昔

世帯の主婦や炭鉱閉山によって離職した炭

鉱労働者も対象者に該当しており、様々な

職業の世帯の購買行動を把握することが可

能であった。前述のように、生活圏調査を

行なった時期は、閉山後約１年が経過し、

急激な人口減少第１期を経て、減少のテン

ポが少し落ち着いた第２期にあたり、人口

は閉山時の38.6％に減少していた。

購買行動について、最寄り品に分類され

る「生鮮食料品」・「加工食料品」．「日

用雑貨品」、買廻り品に分類される「下着」

．「洋服」・「身の回り品」、専門品に分

類される「家電製品」（森jlll980）、お

よび「理容美容」の８品目に関して、閉山

前・閉山後にわけて、主に利用する商店の

所在地を聞いた。

結局、３１１人についての購買行動・長崎
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高島で購入しているのである。

閉山前後で購買先が高島から長ＩI奇へ変化

した人について、理由を調査してみると、

「長崎へ外出したついでに買うようになっ

た」、という理由が最も多く、次いで「高

島内の商店の品揃えが悪くなった」という

理由が多い。炭鉱閉山後の購買行動におけ

る長崎への依存度の増大には、長崎へ外出

した時の「ついで買い.まとめ買い」や、

高島内の商店のきめこまめなサービスがな

くなったことが影響していると思われる。

において商店が激減したのである。また、

商店数の少ない業種では、最寄り品・買廻

り品を問わず、商店数の減少が少なかった。

この理由として、１商店あたりの人口が薦ｉ

店を維持するレベルを割り込まなかったこ

とが考えられる。ただし商店数にはあまり

減少がみられなくても、従業員数からみた

減少は顕著であり、人口減少と商店数との

関係は今後の課題として残された。

５．３ｓ購買行動における長崎への

依存度ついての分析

２ノ高齢弓彗の長Ｉ崎への依袴百度

についての分析

６５歳以上の高齢盲者についてさらに分析

した（図5-3）。高齢者１０９人の購買行

動においては非高齢者１９５人の行動と比

較すると、もともと閉山前においても長崎

への依存度に低い傾向があり、非高齢者と

高齢者の長崎への依存度の差は、下着３．７

％、身の廻り品11.9％、家電製品１１．４％、

理容・美容11.8％であった。逆に、洋服

では高齢冒者のｲ衣存度が若干高かった。大杉

（1987）は、広島県山間部の高齢者の購買

行動を分析した結果、高次中心地での買物

が青壮年層に比較して、著しく低いことを

指摘し、その理由として交通手段として自

動車を利用できるか否かあげている。高島

では、高次中心地である長崎への買物の交

通手段が、長崎汽船の船便しかなく、高齢

者と非高齢冒者の違いは、本土地域に比較し

て小さいと思われる。

炭鉱の閉山前後を比較すると、高齢者に

おいても、購買行動からみた長崎への依存

度は上昇している。しかしその増加の割合

は、非高齢冒昔に比べて少ない。この結果、

高次中心地を利用するより遠距離の購買行

ノノ閉匹/前後の長ｌ崎への依7崇度の変化

被調査者３１１人全体について、各品目

ごとに炭鉱の閉山前と閉山後にわけて、主

として長崎で購入すると回答した人の比率

を、長崎への依存度として図５－２に示し

た。それによると、最寄り品の「生鮮食料

品」・「加工食料品」・「日用雑貨品」で

は、長崎への依存度が低く、ほとんどの人

が主に地元（高島）で購入すると回答して

いる。逆に、買廻り品の「下着」・「洋服」

．「身の回り品」では、長ⅡI奇への依存度購

買率が高い。また、「家電製品」・「理容

・美容」は最寄り品と買廻り品の中間的パ

ターンを示している。

炭鉱の閉山前と閉山後を比較すると、下

着・洋服・身の回り品・家↑電製品・理容・

美容の品目の品目で、大きく長Ub奇への依存

度が増加している。すなわち、これらの品

目のほとんどが買廻り品であり、炭鉱閉山

後購買先が長崎へと移り、買廻り品を販売

する商店数の激減につながったと考えられ

る。一方、購買頻度が高く、価格が比較的

やすく、商品の差別化があまり進んでいな

い最寄り品では、閉山後もほとんどの人は、
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動においては、高齢冒昔と非高齢盲者間の格差

が拡大した、といえよう。

外出行動において、頻度が少なくなるグル

ープと頻度が多くなるグループに２極分化

している傾向が読み取れる。

５．３４長Ⅱ筒への外出行動についての分析

5.3.ｓ長崎への外出理由についての分析

ノノ長Ｉ崎への外出頻度の変化

購買行動や受療行動を含めた、長崎への

外出行動ついてその頻度を調査し、被調査苣

者３１１人の結果を図５－４に示した。閉山

前では、月に１－２回がもっとも多く、全

体の41.8％を占め、月に３－４回が２１．

１％、５－６回が５．６％と、月に１回以

上長崎へ外出する人の比率が、全体の７０

％を占めていた。

閉山後になると、外出頻度の少ないカテ

ゴリーである「ほどんど行かない」・「年

に数回」において回答者の比率が少なくな

り、月に１回以上のカテゴリーで比率が増

加している。このことは高島住民の長UM奇へ

の外出頻度が増え、長崎との結び付きが上

昇したことを物語っている。そしてこの結

果は、人口あたりの高島一長崎間の船便の

旅茗;数の増大と対応している、といえよう。

７ノ長崎への外出理由の塾馴ブ

長崎への購買行動・外出行動が炭鉱閉山

後いずれも増加しているが、その要因を考

察するために外出理由の変化について分析

した。なおこの調査では、外出理由につい

て重要な111頁序で回答してもらい、回答者ご

とに第一理由・第二理由にまとめた。３１１

人全体について図５－６に示した。

炭鉱閉山前長崎への外出の第一理由とし

て回答した人の比率をみると、「病院～行

く」が30.2％、「買物」が28.0％と、

この２つが主要な理由となっている。とこ

ろが閉山後は、第一理由として「病院」が

大きく増加し35.7％に、「買物」が２２

５％に減少した。炭鉱閉山後、町立病院の

診療科の縮小・歯科医院の廃止が大きく影

響し、長崎への外出理由として「病院への

通院」が最も重要となったことが判明した。

これに対し、購買行動においては長崎へ

の依存度が高まっていることは、前述のと

うりである。これは、長崎への通院のつい

でに買物をすることが多く、購買の依存度

は増加しながらも、外出理由としては「買

物」が副次的ものとなったことを物語って

いる。

また、閉山後には第一理由として、「知

人訪問」や「その他」の理由が増加してい

る。閉山後、長崎に引っ越した知人・親戚

を訪問したり、職探しなどの様々な理由で

長崎を訪れることが多いことを示しており、

２)高齢計吉の外出頻度についての分析

６５歳以上の高齢者と非高齢者に分けて外

出行動をさらに分析した（図5-5）。非高

齢者１９５人においては、先に述べた高島

住民全体の傾向と一致し、閉山後頻度の多

いカテゴリーで回答者の比率が増加し、長

崎への外出頻度が増大している。これに対

して高齢者log人の結果をみると、閉山

前後を比較すると、「ほとんど行かない」

というカテゴリーで回答者の比率が増加し、

「月に３－４回」以上の外出頻度でも増加

している。すなわち高齢冒昔では、長崎への
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閉山後の混乱がここにも現われている。そ

して長Ub奇への外出理由の多様さは、人口あ

たりの高島一長崎間の旅客流動数が、炭鉱

閉山の１年後まで増加した現象と一致して

いる。

高まっていることが判明した。そして、離

島住民の生活にとって、いかに病院が重要

な要素であるかが明らかになった。

また、生活圏調査を実施した閉山１年後

から時間が経つに連れて、高島一長UI奇問の

船便の旅着:流動数が減少していることや、

高島でのいっそうの人口高齢化の進行、失

業保険の減額による収入の低下、企業の進

出の不調など、地域ｊ笙済が停滞している。

この結果、高島住民の孤立化が進行してい

る可能性があり、今後の地域の活性化が大

きな課題となっている。

２ノ高齢者の外出理由の圀堅化

第一理由としての、病院への通院の重要

性は、６５歳以上の高齢者でさらに顕著であ

る（図5-7）。すなわち高齢者１０９人の

調査結果において、「病院」の回答者の比

率が非常に高く、閉山後には、３９５％か

ら44.o％に上昇している。

前節において、長崎への外出頻度をみる

と、高齢冒者では炭鉱閉山後に外出頻度が高

くなるグループと低くなるグループの２極

化傾向がみられた。このことは、長崎への

外出理由として病院への通院が重要になっ

たことと対応している。すなわち病気によ

って長崎の病院への通院が余儀なくされた

人々では、長崎への外出が増加する一方、

その必要のない人々では、長崎への外出が

減少し、曰常的生活空間が狭域化ているの

である。

本稿をまとめるにあたり、高島町星野誠一前

町長・豊田定光現町長を始めとする高島町職員

の方々、高島町保健センター伊藤久美子前保健

婦・片山文子現保健婦、長崎汽船隣）楠本正

人総務部長には多大の御援助を頂いた。また、

長崎大学教育学部西原ゼミ所属の篠原英昭氏を

始めとする学生諸氏にも多くの御協力を頂いた。

記して感謝の意を表したい。

[注］

１）高島発の乗客については、１o％の往復

割引措置がある。また、三菱高島砿業所の職員

・鉱員のために、会社より半額補助がなされて

いた（表3-2）。

２）1988年10月は、縫製工場の高島への進

出とその従業員採用業務が行なわれた時期にあ

たる。

３）三菱高島ｲi広業jﾗ斤閉山後炭鉱労働者に

対して「炭鉱離職自音手帳」が発給きれ、離職後

の１年めは給与の７０％が、２年めは５０％が、

３年めは３０％が、雇用保険から支給きれてい

た。

５．３ｓ炭鉱閉山後の高島住民の

生活圏の変化

基幹企業の三菱石炭鉱業高島砿業所閉山

によって、激しい地域社会の変化を生じた

長崎Ｉ具の離島高島の住民を対象に、２次生

活圏の中心都市である長崎への購買行動・

外出行動を分析した。その結果、炭鉱閉山

１年後の時期においては、長崎への外出は

長崎の病院への通院を軸として行なわれ、

購買行動・外出行動とも長山奇への依存度が



５人口減少と住民の生活圏の変化１４７
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地域の崩壊、田中廣滋・山中進編「高齢化

ｃ国際化と地域開発』、中央経済社、ｐｐｌＯ７
－１２７・

森Ｊｌ１洋（1987）：東広島市における中`し､地の

勢力圏と消費者行動、広島大学文学部紀要、

Ｎｏ．４０ＤＰＰ､１２７－１６１．

山下克彦（1970）：岩手県大船渡・陸前高田市

の生活圏、東北地理、ｖｏｌ､22.ｐｐ６－１ｚ
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行動とその空間的パターンー広島県戸河内

町の事例一、地理科学、ＶＯＬ42,pp8Z-gS・

川崎茂（1973）：日本の鉱山集落、大明堂、

５０８頁

高島町商工会（1986）：昭和６０年１０月消費

者購買実態調査、１９頁
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科学論叢、No.21,PP､16-41.
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表５－１高島における炭坑閉山後の人□変化

資料：高島町年齢別人口階層表

表５－２生活圏調査対象者の性別・年齢別構成

年齢区分

年齢不詳７人
生活圏調査対象者合計３１１人

年齢区分 1986年
1０月

1987年
10月

1988年
10月

歳
歳
歳
歳
歳

４
４
４
９
４

１
２
３
４
６

０

趾歳
５
５
５
０
５

１
２
３
５
６

1073（20.1）

619〈11.6）

624（11.7）

1319（２４８）
1194（22.4）

495（９．４）

220（10.7）

235（11.4）

170（Ｍ）

413（20.1）

618（30.1）

400（19.5）

147（Ｍ）

139（８．８）

106（6.7）

305（19.3）

515（32.7）

365（23.1）

合計 5324人 2056人 1577人

年齢区分 男性 女性 計

４９歳以下

５０－６４歳

６５歳以上

1２（３．９）

6７（22.0）

4２（13.8）

2７（８．９）

8９（29.3）

6７（22.0）

。－１９５
１０９

合計 121（39.8） 183（60.2） 304
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表５－３炭坑閉山後の商店数の変化

生鮮食料品

曰用雑貨品

下着・洋服

身の廻りﾛ。

家電製品

理容・美容

資料：事業所統計調査および高島町による就業構造独自調査

人ﾛl人当たり乗客数

８
７
６
５
４
３
２
１

人Ⅳ

】
Ⅲ
Ｈ
訓
司
Ⅱ
ヨ
ー
自
引
則
阿
凶
回
引
則
叫
Ｈ
日
田
、
同
日
同
国
Ｈ
則
日
日
司
凶
ヨ
コ
ヨ
ヨ
コ

！

鬘
０
1986１９８７1988１９８９１９９８
年年年年
明I明明`川明6川!;明1明2川

時期

図５－１高島一長崎航路の「人ロあたり旅客数（月別）」の変化
資料）高島町人□階層表・長崎汽船（株）の資料による。

閉山前
1986年７月

閉山１年後
1987年11月

調査品目を

販売している商店の業種

生鮮食料品 2０ ８ 食肉・鮮魚・野菜果実・料理品

加工食料品 3５ 2２ 各種食料品・酒調味料・乾物．
菓子パン・米穀・その他飲食料品

曰用雑貨品 ３ ３ 各種商品・金物荒物

下着・洋服 ８ ２ 男子服・婦人子供服

身の廻り品 ３ ２ 靴履物・時計眼鏡・スポーツ用品

家電製品 ５ ４ 家庭用機械器具

理容・美容 1０ ６ 理容・美容
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図５－２購買行動における品目別の長崎への依存度の変化
資料）１９８７年１０月に実施した著者独自の生活圏調査による。
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64歳以下
８０

長７０

＃60
ヘ5０

８
０
０

４
３
２

の
仔
巫
丘
侵

巖％10
８

輪ii驚曰蕊下着洋服身駕霜;理豊
品目

65歳､I上
８０

長７８

鼎胡
へ5８

篝
％10

0

鞘)繋曰蕊下着洋服身鱒癩:理三舎
品目

図５－３高齢者・非高齢者別の長崎市への依存度の違い
資料）図５－２に同じ。
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全体
5０

尾閉山前

国閉山後

０
０
０

４
３
２

回
笈
呈
白
の
比
率

％10

0 臺篝参薑
行かな
い
数回／１－２３－４５－ｓ７－
年回/月回/月回/月回/月
長崎市への外出の頻度

図５－４長崎への外出頻度の変化
資料）図５－２に同じ。
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64歳以下
5０

皀閉山前

国閉山後

０
０
０

４
３
２

回
笈
呈
白
の
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